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ロシアの演劇状況と文化基盤としての地方劇団
楯 岡 求 美
本論文は国際交流基金か らの依頼で沼野充義東京大学大学院人文社会系研
究科助教授がおこなったロシア文化事情調査(1999年4月～5月)の 補佐 と
して担当 したシベ リアおよび極東、サハ リン各地で行った聞き取 り調査と資
料収集がもとになっている。同調査報告書には含められなかったオムスク市
の事例を中心に、あまり知 られていないロシアの地方都市における舞台芸術
の特徴を考察することにしたい。モスクワ ・ペテルブルクだけでなく、その
他の地方都市で充実 した情報収集をする機会を与えていただいた国際交流基
金に対 してあらためて感謝の意を表すると同時に、「1.ロシアの舞台芸術
制度概観」は、同調査報告書の一部1を改定 し、加筆 したものであることを
あらか じめお断りしてお く。
1.ロ シア の 舞 台 芸 術 制 度 概 観
ロシアにお いて演 劇 が生 活 に 占め る割 合 は想 像以上 に大 きい。 ソ連で は
「新 しい町を作 るときにまず学校 と劇場 を建 て る」 と言 うほ ど、劇場 は重視
されて きた し、劇 場 は誰 にとって も身近 な存在 であ り、生活 圏のなかに入 っ
てい る。 また、人 口7万 人 ほどの ミヌ シンスク(ク ラスノヤルス ク州)を 含
あ、 ロ シア帝政期 か ら続 く100年以上 の伝統 を誇 る劇場 も少 な くな い。 あ る
バ レエ鑑 賞入 門用 の ビデオで は 「ロシアで はバ レエが国民的 スポー ッと同 じ
よ うに愛 され てい る」"と ロ シア社会 でバ レエが 占めて いる位 置を説明 して
い るが 、 そ れ は バ レエ に か ぎ らず 、 オ ペ ラ、 芝 居 を含 め た舞 台 芸 術
チ ア 　 ト ル
(TeaTP)全 般 に及 ぶ。 ロ シアで もサ ッカー とアイス ・ホ ッケーは絶大
な人気 を誇 るが、 その贔屓のチー ムを語 るのと同 じよ うな情熱 で、劇場 につ
いて も語 るのであ る。 と くに地方都市で は 「住民総演劇評論家」 で もあるか
のよ うに、 自分 が住 んでい る町の主な劇場の ことな らば大方 の人 々が その歴
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史か ら名優 たちの エ ピソー ドか ら新作 の評判 まで詳 しく知 ってい る。近年物
価 の上昇等 による家計 の苦 しさか ら観劇者数 は減 ってい るよ うだが、劇場 関
係者 に対 して は選 ばれ たものに対す るあ こが れや尊敬 の念 が向 けられ ること
に変 わ りはな い。特 にソ連期 には長 い間、劇場、 コンサー ト、 映画、公 園で
の散歩が限 られ た娯楽(そ して デー トコース)だ った ことも逆 に演劇 に対 す
る親近感 を強 めたと思 われ る。 ロシアにおいて劇場 は娯楽 の場 、社交 の場 で
あ り、芸術観賞で あるとと もに、海外 の文化 や現代文化 ・思想 に関す る情報
を得 るメデ ィアで もある。主要 な劇場 の新作 は常 に高 く関心 を呼ぶニ ュース
として新 聞、雑誌、 ラジオ、 テ レビで(も ちろんテ レビ ・チ ャンネル 「文化」
では恒常的 に)報 道 されて いる。
また、子供 たちの情操教育 および道徳教育 に適 した場 として積極 的 に位置
付 け られ ている。主要 な劇場が必ず子供 向けの演 目を組 んでい るだ けで はな
く、良質 の演 目で あれ ば多少成人 向 けの表現 があ って も 「芸術 に直接触れ る
こと」 を重視 して子供 に見せ る ことも多 い。 客層 は文字通 り老若男女が入 り
混 じっている。
9月か ら5月 ごろまでの シーズ ンを通 して毎 日異な る芝居を上演す る、 ド
イ ッ型 の シーズ ン ・レパ ー トリー制 を とってい るm。モ スクワは世界有 数の
演劇都市 である。特 にペ レス トロイカ期(1980年代末)以 降、 とりわ けモス
クワとペテル ブルグなどの大都市 を中心 と して、劇場を持 たない小劇団、 い
わゆ る演劇 ス タジオが多数 あ らわれた。 オペ ラ(バ レエ)の ボ リショイ劇場
(元帝室劇場)や ノーヴ ァヤ ・オ ペラ(モ スク ワ市立)、ゲ リコ ン ・オペラ、
芝居 のマ ール イ劇場(元 帝室劇場)、近代 劇の演技 ス タイル(ス タニス ラフ
スキー ・システム)を 確立 したモス クワ芸術 座な ど国立の劇場 をは じめ、小
規模 の演劇 スタ ジオをあわせ る と100以上 の劇団が あ る。 日本 では、 ほとん
どの劇団 が公営 ・私営 の貸 し劇場 スペ ースを借 りて公演を行 って いるの に対
し、 ロシアでは一般 的に、劇場 に劇 団が付属 す る、 ソフ ト・ハ ー ドー体型で
あ る。大劇場 は大 ホール ・小 ホ ールの二 つが併設 されて いることが多 い。演
劇 ス タジオ も映画館 や居住 アパ ー トの地下 スペースなどの小 さな空間 を改造
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して小劇場 に してい ることが多 い。 自前 のスペースが得 られな い場合、 また、
90年代末 か ら主流 にな って きたプ ロデュース公演 などは、 日本 と同 じよ うに
文化会館 などを利用 した り、他 の劇場の休演 日(通 常 は月曜 日)に 場所 を借
りた りして公演 している。
レパ ー トリーはバ レエ ・オペ ラ ・芝居 のいずれ も古典か らアヴ ァンギ ャル
ドまで、 内外、古典、現代 の さまざまな作品が上演 されて いる。検閲 は行わ
れて いない。1990年代前半 の上演 レパー トリー は、 ソ連時代 に禁 じられて い
た作品の再発見 と、古典作品 の上演 で占め られていた。古典作品の上演 は、
ソ連的 なイデ オロギーか ら解放 された解釈 への期 待 と、混 乱す る激動の社会
にお いて ロシア的 アイデ ンテ ィテ ィーを模索 す る欲求 か ら非常 に好まれた。
90年代末 か らは、古典作品が相変 わ らず安定 して上演 されてい ると同時に、
20歳台か ら30歳台 とい う非常 に若 い劇作家 の作品 を含 め、現代作家 の作 品 も
積極 的に上演 され るよ うに なって きて いる。 さ らに、 シェイ クス ピアをは じ
め とす る古典 か ら今世 紀 までの外国作品への強 い関心'vが表 れている。 もっ
とも作 品に力 を持 ってい るの は演出家で、原作か ら離 れた自由な演 出が可能
であ る。
ロ シア舞台芸術 の質 の高 さは整備 され た教育制度 に多 くを負 っている。芸
術系高等専門学校 やク ラブ、 ス クールな ど早 期教育が徹底 され ている。音楽
大学(モ スクワ2校 、 ペ テル ブル ク1校)、 演劇大学(モ スク ワ4校 、 ペテ
ルブルク1校)は それ ぞれ他 の一般大学 とおな じ卒業資格 とされ、競争率 は
っね に高 い。 また、 よ り多 くの作品 に触 れ るため、芸術学 校の学生証が劇場
への フ リーパ スとなる。
以 上、舞台芸術の仕組み を概観 したが、以下、 オ ムス ク市を例 にとって地
方の演劇(芝 居)の 特徴を述べ る。
ナ 　 シ ュ チ ア 　 ト ル
2.Ha山TeaTP:地 方都市 の文 化的 アイデ ンテ ィテ ィと して
の地方劇場
2-1。地方の演劇状況概観
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1998年春 の 「ザ ラタヤ ・マス カ(ゴ ールデ ン ・マス ク)」国家 賞演 劇祭
(モスクワ)、1999年春 に行 った ロシア文化事情調査(オ ムスク、 ノヴ ォシビ
ル スク、 ウラジオ ス トク、ハバ ロフスクで観劇)か ら受 けた印象 では、地方
の演劇 レベル はか なり高 い。 日本で は、首都 と地方 の演劇水準 の格差 はかな
りあるといわ ざるを得 ないが、 ロ シアで は格差 はそれほどない。特 に旧 ソ連
時代 は演 出家や経営 ・制作者が全 ロ シアをかな り自由に移動 していたためで
あるv。現在で も、 シベ リアや極 東で評価 を得て首都 に招 かれ た り、逆 に首
都か ら地方 に招か れた りす る とい うケースが多々あ り、作 品 ごとに評判の演
出家 や美術家 を招 くとい うことも行 なわれてい る。
旧ソ連 時代 には地方 に対 す る文化 供給 目的 もあ って、劇場(劇 団)が 国内
を旅公演 してまわる ことも多か ったが、近年で は、経済的な問題か ら地方劇
団がモスク ワなどの中央 で公演 す ることは難 しい。一方で ブームになって い
るのが各地で さまざまなテーマを掲げて企画 される多彩な演劇 フェスティヴァ
ルだが、参加 す るために はそれぞれの劇団が独 自にスポ ンサー探 しをす る必
要 に迫 られ るv'。受賞が きっかけにな って、公 演 ッアーの企画が実現 した り、
海外への公演へ招待の声がかか った りなど、劇団 に とって もフェステ ィヴァ
ルへの参加 は非常 に重要 な経営問題で ある。現在最 も権威 のあ る演劇 フェス
テ ィヴ ァル は2、3月 ごろにモスクワで開催 される ロシア国家演劇賞 「ザ ラ
タヤ ・マスカ」賞で ある。全 ロシアの演劇人 同盟 が主催 す る、演 劇人 によ る
演劇人 のための賞で、歴 史 はまだ浅 い ものの(創 立 は1994年)、ノ ミネー ト
作品 および受賞作品 は内外で高 く評価 されてい る。
2-2.オ ムス クの舞台芸術
オムスク市 はモス クワか ら飛行機 で3時 間(時 差3時 間)の と ころにある
西 シベ リア中部 の古都。 ノヴォシ ビル スクに次 ぐ西 シベ リア第2の 都市で、
両者 の関係 は、 モス クワとペ テル ブル グの ライバ ル関係 を思 わせ る。 オ ミ川
とイル ティシュ川 の合流 点にあ る。人 口は約119万人(2000年)。1716年に要
塞 と して建設 され、19世紀 には西 シベ リア総督府が置か れていた。 ドス トエ
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フスキーが流刑 にな っていた ところ と して も有名で ある。
8つのプロ劇団 があ り、州 の予算 がっ く国立劇団 は、 ドラマ劇場、青少年
(若い観客TIO3)劇 場、人形劇場、音楽劇場 の5っ 、 その他 に市立劇場 が3
つあ る。 ドラマ劇場、 人形劇場 はザ ラタヤ ・マスカ賞 を受賞。劇場関係 の行
政監督 は副州知事 が担 当 し、演 劇人同盟オ ムスク支部が ある。
2-2-1国 立 オム スク ・ドラマ劇場(支 配人 ポ リス ・メズ ドリッチ)
モス クワ ・ペテル ブル グの首 都部で も同様 の傾向 は見 られるが、地方都市
のほ うが、住人 と劇場 の関係 はより密接であ る。全作品 を知 り尽 くし、俳優
たちを我 が子 の ことの ように語 る。特 にオムスク市民 のオムスク ・ドラマ劇
場 への信頼 は厚 く、同偽造 チ ケッ トがで まわ った り、喜 ばれる誕生 日のプ レ
ナ 　 ノ ユ
ゼ ン トの筆頭 に挙 げ られた り したというエ ピソー ドもある。章題 の 「Ha皿
チ ア 　 ト ル
TeaTP」 とは ロ シア語 で 「私 たちの劇場」 とい う意味 だが、 ナー シュ
ナ 　 シ ュ
Hamと い う所有 代名詞 は 「身内の、 自分 たちの」 とい う所属 グループを強
く意 識 させ る言葉 であ る。住民 たちが誇れ る劇場 の存在 が地方都市 の文化的
アイデ ンティティの基盤 となって いるのである。劇場側 もその ことに自覚 的
であ り、所在 都市への質の高 い文化供給 に意識的 に取 り組 んでい る。
オ ムスク ・ドラマ劇場 は文字通 り市 の中心 にある。創立127年(1874年～)
を数 え、大 ホール(560名収容、 同時通訳 の仕組 みが ある)、小 ホール(100
名強、 ロ ビーに美術 ギャラ リー併設)を 併せ持 っ。
ロシアの劇場 は経営管理責任者 と しての支配人 と芸術面 の責任者 である主
席演出家 との共同運営 となって いる。 オムスク ・ドラマ劇場 の支配人 はポ リ
ス ・メズ ドリッチ、 ノヴォ シビルスク大学地質学部卒、 ウラジオ ス トク ・ド
ラマ劇場副支配人、 ウラ ジオス トク青少年劇場支配人 を経 て1989年か らオ ム
スク ・ドラマ劇場支配人 とい う経歴 である。他方 、演 出家 の ウラジー ミル ・
ペ トロフはキエフ国立演劇芸術大学(現 ウクライナ)俳 優学部 ・演出学部卒。
ハ リコフ(現 ウク ライナ)、リガ(現 ラ トビア共和国)の ドラマ劇場で俳優 ・
演出、 セヴ ァス トーポ リ ・ドラマ劇場(現 ウクライナ)主 席演出家、キエ フ
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国立 ドラマ劇場(現 ウク ライナ)の 芸術監 督を経て、1994年、 オムスク ・ド
ラマ劇場主席演 出家(俳 優 として 『三人姉妹』 な どに出演す ることもある)
とな っだn。美 術、 衣装 など、上演 に必要 な部門 はすべ て劇場 自前 であ る。
ドラマ劇場の運営資金 は、州予算 が56パーセ ントを 占め る。オ ムスクで は
劇場用の州予算が5っ の国立劇場 の重要度 によって傾斜配分 されて いるため、
ドラマ劇場 は比較的恵 まれて いる。 その他 は入場収 入が32%、その他 を スポ
ンサー(イ ンコムバ ンク(商 工業銀行);1999年5月現在)と 借入金 で補 っ
て いる%ま た、 ア メ リカ ・ソロス財団 の支 援で海外演劇 祭への参加、 イ ン
ターネ ットによ る情報発信の整備がすすんだ。文芸部門 の責任者、○.ニキ ー
フォロヴァがゲ ーテ ・イ ンステ ィテユー ト(ド イ ツ)の オムス ク窓口 と して
協力 し、ゲーテ ・イ ンスティテユー トが オムス クで行 う文化事業 の現地 オ ー
ガナイザーの役割を担 ってい る。
海外公演 も多 く(ド イッ、 アメ リカ、 日本(1997年)、ス ウェーデ ン、 コ
ス タ リカ、 ポーラン ド、 フ ランス、 カザ フス タンなど)、ロシア各諸都市 フェ
ステ ィヴァルに は積極的 に参加 して いるIx。
レパ ー トリー ・シーズ ン制で、1シ ーズ ンに4～5本 の新作上演をおこな っ
てい る。
1989年にメズ ドリッチが支 配人 にな る と同時 に主 席演 出家がV.ココ リン
〔1989-1992〕、Lス ッカ ロヴ ァ 〔1992-1994〕、V.ペ トロフ 〔1994-〕へ と
変 わ り、諸外 国を含め、 多彩 な演出家 も招かれ るよ うにな った。全体 でおよ
そ30本の レパ ー トリーの うち、 ペ トロフ演出が12本(ピ ランデル ロ 〔イ タ リ
ア〕、A.シペ ンコ、A.ミュセ 〔フラ ンス〕、安 部公房、 トル ス トイ、N.ス コ
ロホ ド、三谷幸 喜x、K.フエ ンテサ 〔メキ シコ〕、 マ イケル ・ブ レイ ン 〔イ
ギ リス〕、 ヴォロジ ンな ど)で ある(2001年3月現在)。 その他 の作品 はロ シ
ア国 内およびチェコや ドイッなどの国外 か ら招 いた演出家 に依頼 して いる。
また、俳優人 の若返 りが進 んだ ことも レパ ー トリーの変化 に影響 して いる。
ペ トロフが主席演 出家 にな ってか ら、イオネス コや ジュネな ど、 その当時 と
して は斬新 な作品 の上演が増 えてい る。2001年3月の公演 は、大 ホールで12
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本(27日)、小 ホールで4本(8日)、 子供用2本(2日)を 公演。2000年度
新作 には、 アル フ レッ ド・ミュセ作 『ロ レンザ ッチ ョ」、 ナ ボコフ作 『断頭
台へ の招待』 〔ノ ヴォ シビルス ク 「赤 いたいまっ」劇場主席 演出家 オ レグ ・
ル イプキ ンによる演 出〕 など。
文芸部門で は、劇場史 の編纂、戯曲 の研究調査(演 出家 の秘書 のよ うな存
在)・管理 ・構成(改 作)、劇場 の広報 を担 当 してい る。 オムス ク ・ドラマ劇
場で は月間で 『劇場か らの手紙』 とい う小冊子 を発行、演 出家 か ら観客 への
メ ッセージや新作情報(写 真入)、劇評な どを掲載 して いる。
2-2-2オ ムスクのその他 の劇場
オ ムスクで は ドラマ劇場が別格 の存在感 を持 ってい るのだが、 次に ドラマ
劇場 と対照的な小劇場 オムクス第5劇 場 と、 オムス クの音楽状況 に責 を もつ
フィルハ ーモニ ーの活動 にっ いて簡単 に触 れてお きたい。
① オ ムスク第5劇 場(女 性支配人 ア レクサ ン ドラ ・ユル コーヴァ)
オムスクに初 めて 日本 の戯曲 を紹介 したのは第5劇 場 であ る。 舞台美術家
松下朗氏の協力で、川村光夫作 『うたよみざる』矢 代静一作 『北 斎漫 画」 を
制作、『うたよみざ る」 は岩手 の演劇祭 で も上演 した。 オ ムスクにおける 日
本 ブームの きっか けを作 った。1999年現在 の レパー トリーは24作品で、 ロシ
アの古典作品が多 い。年 に4～5本 の新作 を上演 す るが、主席演 出家 がモス
クワへ転出 した たto、現在 は固定 の演 出家 が不在 で、作 品 ごとに モス クワ等
か ら若手演出家 を招 いて いる(リ ハ ーサル期 間は2～3ヶ 月)。
2001年に10周年を迎え る新 しい劇場 であ る。結成 当初、俳優 は他の劇 団か
らスカウ トした。 エカチェ リンブルグ、 ノ ヴォシビルス ク、 ペテル ブル グの
各演劇学校を出た俳優が中心であ る。年配 の男性俳優が少な く、 レパー トリー
に多少支障をきた して いるとい う問題が ある。給 与分 のみ国家予算(州 予算)
で まか なってお り、 その他、特 に新作 の制作費 は会社等 のス ポンサーか らの
寄付が お もであ る(会 社 が物資 を提供 す ると税金 が減 少す る制度 があ る)。
俳優が 自力で資金を集 あ、制作す る場合 もある。 その他、入場料 、各地 への
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旅公演(特 に夏の子供 キ ャンプをまわ っての上演)が 資金 源 とな ってい る。
② オムスク ・フ ィルハ ーモニー
(支配人 ヴ ァシー リー ・エ フス トリチ ェンコ)
シ ンフ ォニー ・オ ーケス トラの団員 が126人。 その他、民族 合唱団(オ ケ
と合唱)、バ レエ団、 室内 オケ、 クラ シック ア ンサ ンブル(木 管 を中心 と し
た、15-17世紀 ごろの音楽)、バ ラライカ、 ジ ャズなど、全部で330人の アー
ティス トを雍 す る。子供の ためのフ ィルハ ーモニー もあ り、子 供の合唱団、
オーケス トラ活動 もあ る。 ジャンルの制限 は無 い。2000年に60周年を迎 えた。
オ ムスクの市の中心地 にホールを持 ってい るが、恒常 的に州 内各地 やその
他を公演 して まわ ってい る。年平均でのべ1000のコンサー トを開催 している。
それで も、文化会館 などが閉鎖 され、開場数 が減少 したため、一 時 に比 べて
減少 した、 という。直接学校で演奏会 を開 くこともあ る。 ブル ーベ リ名 称美
術館(オ ムスク州立美術館)の ホールをっか って室 内コ ンサ ー トを行 うなど、
他の文化機関との提携企画が増 えている。企画の中では、子供向 けの レクチ ャー
っ きの コ ンサ ー トが好評で、定期公演(回 数券方式)の も売 り切れ る。 経済
的 にきび しくて も、子供の教育 のためには親 がお金 を惜 しまないか らとの こ
とで ある。 また、年金生活者対象 の福祉事業(チ ャ リテ ィー)に も力を入れ
てい る。企画 に教 育 ・福祉的側面が強 い。
州予算 は給 与(そ れ も3ヶ 月遅れ。1999年4月現在)と ホールの維持 費に
当て られる。それ以外の費用 は独自に工面 している。ゲーテ ・インスティ トゥー
トの協力で、 アーテ ィス トの派遣や企画、公演 ッアーが行われている。80パー
セ ントの アー ティス トが エカチェ リンブルグ、 ノ ヴォシビルス ク、 サ ラ トフ
の音 楽院を卒 業 して いる。経済的 な理 由か ら、 フィルハーモニー内のス ター
が外 に客演す ることが多 くなって きた。逆 に、外部 の指揮者 や ソ リス トを招
いての共同企 画 も しば しば行 って いる。
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お わ りに
ロ シアの領土 は広 く、 インフレの激 しいロ シアで は、交通費 の高騰 により、
他 の都市へ移動す る ことが非常 に難 し くな って いる現状で は、 自分の住む都
市以外 の情報 を実地 に知 る ことは難 しい。 その ことは逆 に、居住地域が国 内
においてどのよ うな位置付 けなのかがわか りに くいこと も示 して いる。地方
の劇場が経営 の苦 しい中、積極 的に各地 の演劇 フェステ ィヴ ァルに参加す る
ことは、 その地方 の文化状況 の宣伝 で もあ り、 フェステ ィヴ ァルで受賞す る
ことは、 その地方へ の客観 的な評価 とな り、住 民た ちの 自信へ とつ なが る。
金太郎飴 のよ うに規格 に合 った生活 を していれば安心で きたソ連 の時代 と違
い、新 しいロ シアで は、競争 し、評価 されな ければ な らない。 そのよ うな厳
しい社会変革 のなか で、地域密着型 の ロシアの地方劇場 は住民 に文化 を提供
す るだ けで はな く、彼 らが自信 を持 って生 きて い くため の文化的 なアイデ ン
テ ィテ ィのよ りど ころ ともな って きてい るので ある。
i拙稿 「Hロ シア文化の現況 と問題点7,演 劇」『ロシア文化事情調査報告書』
(沼野充義東京大学大学院人文社会系研究科助教授(主 査)と の共著)国 際交流基
金、2000年、p.57-59。
並ビデオ 「クラシック ・バ レエへの招待 世界のバ レエ団 「ボリショイ、キーロフ ・
バ レエ&デ ィアギレフ」』TDKコア㈱、1997年。
血ロシアではオペラ・バ レエの劇場 と芝居用の劇場は分かれている。
iv日本に対する関心 もかなり強い。 日露合作の 『羽衣』(モスクワ青少年劇場、ハバ
ロフスク市立 トリアーダ劇場、いずれもキャストがロシア側、演出とスタッフは日
本側)の ほかにロシア独自の上演 も盛んである。ペテルブルグでは近松門左衛門作
『心中天の網島』(コミッサルジェフスカヤ劇場)、三島由紀夫作 「サ ド公爵夫人』
(フォンタンカ青年劇場)は いずれも好意的な評価が聞かれる。
これから取 り上げるオムスク ・ドラマ劇場では、来 日公演(1997年)も果た した
安部公房作 「砂の女』(小ホールで上演)が ザラタヤ ・マスカ賞を受賞(1996年)、
ロシア内でふたたび安部公房に関心が集まるきっかけを作 った。同劇場では、続け
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て三 谷 幸喜 作 『笑 いの 大 学 』 を小 ホ ー ル で 上 演 、 ロ シ ア で は未 知 の劇 作 家 へ の 、 そ
して あ ま り知 られ て い なか っ た 日本 の 現代 演 劇 へ の 関 心 を呼 び起 こ した 。 オ ム ス ク
で は 、 第 五 劇 場 も 「北 斎 漫 画 』 「歌 よ み ざ る』 な ど 日本 の作 品 を 上 演 して い る。 オ
ム ス クに 近 い西 シベ リア の ノ ボ シ ビル ス クで は、 「ス タ ー リー ・ ドム」 劇 場 が ロ シ
ア作 家 ア ナ トー リー ・キ ム翻 案 の 『牡 丹 燈 篭 』 を 雷 と着 物 姿 で上 演、99年夏 の 谷 中
園朝 祭 に招 か れ、 来 日 した。
2000年冬 に は別 役 実 の 作 品 が 「100円シ ョ ッ プ』 とい う題 で タバ コ フ ス タ ジオ 劇
場 で 上 演 され て い る。 ま た、 新 作 の た び に な にか と スキ ャ ンダ ル と な る ロマ ン ・ヴ ィ
ク チ ュ クが 三 島 由 紀 夫 の 「わ が 友 ヒ ッ トラー』(さ す が に ロ シア語 題 は 「わが 友A』
に な って い る)を 上 演 して い る。
vた と え ば モ ス ク ワの 演 出 家 ユ ー リー ・ポ グ レ ブニ チ コ は、80年代 ウ ク ライ ナ 、 ロ シ
ア の各 都 市 で 演 出 活 動 、83年か らカ ム チ ャ ッ カ州 立 劇 場 主 席 演 出 家、87年 モ ス ク
ワ の ク ラー ス ナ ヤ ・プ レー ス ニ ャ青 年 劇 場(現 「ス タ ニ ス ラ フ ス キ ー の 家 の 近 くの
劇 場 」)の 主 席 演 出家 とい う経 歴 を持 っ。
vi企業 に よ るス ポ ンサ ー シ ップ の ほか 、 ロ シ ア にお け る演 劇 の宣 伝 力 ・影 響 力 を 評 価
して、 地方 も含 め て 劇 団 に対 す る欧 米 の 大 使 館 ・文 化 機 関 お よ び 各種 基 金 の 援 助 が
近 年 盛 ん で あ る(特 に ドイ ッの ゲ ー テ ・イ ン ス テ ィ トゥー ト)。共 同 公 演 や 、 そ の
国 の作 家 の戯 曲 上 演 支 援 、 公 演 の渡 航 費 、 フ ェ ス テ ィ ヴ ァル へ の参 加 費 用 、 研 修 留
学 な ど、 援 助 は多 岐 に わ た る。
vilhttp://www.omskdrama.ru
血 支配 人 の ポ リス ・メ ズ ドリ ッチ へ の イ ン タ ヴ ュ ー に よ る(1999年4月30日)。 ロ シ
ア で は よ うや く予 算 等 の 統 計 デ ー タが 整備 され 始 め た と ころ な の で、 残 念 な が ら裏
付 け は取 れ て い な い。
ixおもな 受 賞 作 品 は 、1996年安 部 公 房 原 作 「砂 の 女 』(ザ ラ タヤ ・マ ス カ演 出 賞 女 優
賞 、 男 優賞 各 賞受 賞 、/小 ホ ー ル、 主 演女 優 東 京 芸 術 座 の荒 木 か ず ほ 美 術 松
下 朗)、1998年トル ス トイ作 「生 け る屍 』(ザ ラ タ ヤ ・マ ス カ の三 賞 に ノ ミネ ー ト)、
1999年三 谷 幸 喜 作 『笑 い の大 学 』(バ ル チ ッ ク の家 フ ェ ス テ ィ ヴ ァル 男 優 賞 受 賞/
ノJ、ホ ー ル)
x三 谷 幸 喜 の 滞 在 記(「 三 谷 幸 喜 の 喜 劇 「笑 の 大 学 」 ロ シ ア で翻 訳 上 演 、 国 内 は落
語 で」 朝 日新 聞1999年6月28日)
